
「おいしい給食ありがとう」
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合同常任委員会

全員協議会

　議会はどんな活動をしているのか、新しい施設ができると調査をし、新しい町の活動が始まる前に内容を調べ、議会や町の仕

組みをより良くするための先進地視察など、日々活動し、定例会などで報告します。

　

７
月
16
日
、
道
の

駅
は
な
わ
の
所
管
事

務
調
査
を
行
っ
た
。

　

道
の
駅
は
な
わ
は

今
年
度
中
に
法
人
化
さ
れ
る

予
定
で
、
法
人
化
の
目
的
や

協
議
の
経
過
に
つ
い
て
調
査

し
た
。
現
在
の
道
の
駅
は
な

　

７
月
２
日
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
計
画
や
給
食
献

立
の
考
え
方
を
調
査
し
た
。

　

現
在
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は

昭
和
47
年
に
建
築
さ
れ
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
建

て
替
え
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
今
年
度
は
施
設
の
実
施

設
計
と
用
地
購
入
を
行
い
、

来
年
度
着
工
、
平
成
27
年
度

に
稼
働
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

次
に
、
運
営
に
つ
い
て
調

査
し
た
が
、
献
立
は
学
校
給

食
法
・
学
校
給
食
実
施
基
準

に
基
づ
い
て
作
成
し
、
特
に

家
庭
で
は
取
り
に
く
い
、
必

要
な
栄
養
素
の
摂
取
が
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
調
理
員
が
生
徒

か
ら
感
想
を
聞
き
、
給
食
作

り
に
生
か
し
て
い
る
な

ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
に
つ
い
て
は
、
揚

げ
油
を
替
え
る
・
除

※

去

食
や
似
た
食
材
を
使
っ

て
の
献
立
作
り
・
配
食
・

配
膳
の
仕
方
な
ど
細
か

く
配
慮
し
て
い
る
こ
と

の
説
明
を
受
け
た
。
栄

養
教
諭
の
説
明
の
後
、

中
学
生
と
共
に
実
際
に

給
食
を
試
食
し
、
味
や

量
に
つ
い
て
確
認
し

た
。

　

７
月
２
日
、
平
成
23
年
度

か
ら
５
年
計
画
で
進
め
て
い

る
水
道
整
備
に
つ
い
て
所
管

事
務
を
調
査
し
た
。

　

大
字
塙
を
中
心
と
す
る
地

域
の
塙
第
一
水
源
は
、
こ
の

ほ
ど
浄
化
施
設
が
完
成
し

た
。
水
質
環
境
の
悪
化
が
心

配
さ
れ
る
な
か
、
施
設
を
整

　

橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
計

画
に
基
づ
い
て
、
橋
梁
補
修

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

米
山
橋
の
橋
面
防
水
・
伸
縮

装
置
取
り
替
え
工
事
を
調
査

し
た
。
昨
年
度
の
下
植
田
橋

に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
も
の

で
計
画
通
り
に
進
ん
で
い
た
。

　

主
桁
補
強
（
橋
を
支
え
る

柱
）、歩
道
橋
高
欄（
手
す
り
）

取
り
替
え
が
別
工
事
で
予
定

さ
れ
て
い
る
。

　塙町では、年々、未収金が増えてきていることから、総務

文教・経済厚生の両常任委員会は、２月２０日の調査に続き、

５月２３日、収納率が９０％台後半と高い天栄村から収納対策

を学ぶため、調査を行った。

　天栄村では、収納担当職員を増員し、従来踏襲型の手法を

改め、信頼感と収納強化を目標に取り組み成果を上げている。

議会として、収納率アップを目指し、今後も継続し、取り組

んでいく。

　議員研修では５月２３日、泉崎村の議会

中継を視察した。

　泉崎村議会では、議会の傍聴者が少なく、

情報公開して村の事を村民に考えてもらう

ことから中継が始まった。

　塙町では、会議録の検索システム導入な

ど行ったが、開かれた議会を目指すため議

会中継も検討していく。　

の
水
量
を
確
保
で
き
る
よ
う

に
す
る
計
画
で
あ
る
。

わ
は
、
農
産
物
・

物
産
・
軽
食
・
レ

ス
ト
ラ
ン
の
運
営

組
織
が
別
に
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
が

原
因
で
苦
情
処
理

・
職
員
教
育
・
商

品
開
発
な
ど
が
思

う
よ
う
に
進
ま
ず
、

問
題
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
を
一
般
財
団

法
人
と
し
て
一
本

化
し
、
時
代
の
変

化
に
対
応
で
き
る

組
織
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
。　

備
充
実
し
、
塩
素
消

毒
で
は
処
理
で
き
な

い
病
原
性
原
虫
に
も

対
応
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
羽
黒

山
中
腹
に
配
水
タ
ン

ク
を
設
置
し
、
一
定

　4月から７月までに 7回、全員協議会が開かれ、議案や特別委員会、

議会改革について協議した。

　全員協議会には、議会の行事や運営活動の協議、本会議の審議に伴う

協議（議事を円滑に進めるため）や、町長よる事前説明などがある。

※
除
去
食
…
ア
レ
ル

ギ
ー
の
原
因
と
な
る
食

品
を
除
い
た
食
事
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定例会・臨時会以外の４月から７月の主な活動を紹介します。

時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る

道
の
駅
は
な
わ
へ

収納対策を学ぶ

総務文教常任委員会

　

議
会
活
動
は
議
場
で
の
会
議
以
外
に
、
担
当
す
る
委

員
会
が
行
う
所
管
事
務
調
査
や
議
員
の
連
絡
調
整
を
行

う
全
員
協
議
会
、
議
員
研
修
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
計
画
や
献
立

づ
く
り
を
調
査

よ
り
安
心
し
て
飲
め
る
水
を
確
保

経済厚生常任委員会

橋
梁
補
修
工
事

計
画
通
り
に
進
む

今日の給食どうだった

議 員 研 修

和やかな給食の時間

にぎわう道の駅はなわ

水の安全を確認する

米山橋の現状を視察

中継カメラを操作する機器
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国
保
税
条
例
は
今
年
度
の

国
保
税
を
決
定
す
る
た
め
、

算
定
の
基
礎
と
な
る
前
年
度

の
所
得
な
ど
が
確
定
す
る
こ

の
時
期
に
毎
年
改
正
さ
れ
ま

す
。

　

税
額
は
、
前
年
度
の
所
得

に
応
じ
た
所
得
割
、
固
定
資

産
に
応
じ
た
資
産
割
、
被
保

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
改
正

　

一
般
会
計
の
ほ
か
３
特
別

会
計
の
補
正
予
算
が
決
定
し

た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
道
の
駅

法
人
化
に
伴
う
町
出
資
金

１
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

　

補
正
額
は
表
の
と
お
り

０
万
円
、
物
産
組
合
が
１
０

０
万
、
町
が
１
０
０
万
円
。

各
団
体
の
実
情
に
応
じ
決
定

し
た
。

鈴
木
（
安
）　

道
の
駅
の
法

人
化
で
町
と
の
関
係
は
ど
う

な
る
か
。

答
弁　

法
人
が
主
体
的
に
運

営
し
、
町
は
指
導
的
立
場
で

携
わ
る
。

藤
田
（
一
）
光
フ
ァ
イ
バ
ー

関
係
工
事
費
が
倍
増
し
て
い

る
が
。

答
弁　

I
P
告
知
電
話
関

連
工
事
の
見
込
み
額
を
大
幅

に
上
回
っ
た
。

藤
田
（
高
）
予
備
費
増
額
の

理
由
は
。

答
弁　

道
路
の
開
通
式
に
使

用
し
た
補
充
と
予
算
調
整
で

あ
る
。

大
縄　

財

※

政
調
整
基
金
が

10
億
円
あ
る
が
今
後
の
運
用

は
。

答
弁　

公
約
実
現
の
財
源
と

し
た
い
が
、
10
億
円
を
下
回

ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

林道の開通式（東河内地内）

　

町
長
は
、
町
が
出
資
し
て

い
る
法
人
に
つ
い
て
、
毎
年

経
営
状
況
を
説
明
す
る
資
料

を
作
成
し
、
議
会
に
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
町

で
こ
れ
に
該
当
す
る
の
は
、

塙
町
振
興
公
社
と
白
河
地
方

土
地
開
発
公
社
で
あ
る
。

藤
田
（
一
）
原
発
事
故
に
よ

る
風
評
被
害
に
つ
い
て
東
京

電
力
の
補
償
金
は
請
求
額
の

ど
の
く
ら
い
入
っ
た
の
か
。

答
弁　

額
に
よ
り
違
う
が
、

請
求
額
の
１
０
０
％
に
近
い
。

　平成 25 年５月 14 日、第５回臨時会

が開催され、旧高城小学校跡地の売却処

分が決定した。

契約先　株式会社オーゼキ

　　　　（東京都葛飾区）

販売額　４千万円

条　件　校舎・物置・更衣室等を取り壊 

　　　　す。

　

平
成
２５
年
６
月
定
例
義
会
は
、
６
月
１１
日
か
ら
１３
日
ま
で
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
税
条
例
改
正
な
ど
町
提
出
議
案
を
審
議

し
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３
件

の
報
告
議
案
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、
５
名
の
議
員
が
登

壇
し
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

国保税標準世帯で

２万円の減額

補

正

予

算

質　
　
　

疑

※
財
政
調
整
基
金
と
は

  

円
滑
に
行
政
の
計
画
等

を
行
い
、
健
全
に
財
政
運

営
を
す
る
た
め
の
基
金

標準モデル世帯の国保税

夫 45歳　妻 42 歳　子 18 歳の
３人家族
収入等（給与収入）300 万円
所得 192 万円
固定資産税 8万円の場合

24年度 25 年度 比較増減

所 得 割 9.97％ 8.51％ △ 1.46％

資 産 割 48.46％ 50.15％ 1.69％

均等割額 35,500 円 35,700 円 200 円

平等割額 26,900 円 26,900 円 増減なし

　この標準モデル世帯の場合、年
税額は、30 万 900 円となり、約
２万円の減額となります。

　

高
城
地
区
体
育
館
耐
震
補

強
・
大
規
模
改
修
工
事

　

（
有
）
常
豊
工
務
店
と
５

４
６
０
万
円
で
契
約
。

　

旧
高
城
小
学
校
体
育
館
の

耐
震
補
強
、
ト
イ
レ
改
修
工

事
。

　

年
金
２
・
５
％
の
削
減
中

止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
請
願

請
願
者　

石
川
町
字
長
久
保

47
―

25

全
日
本
年
金
者
組
合
福
島
県

東
石
支
部

　
　

支
部
長　

石
沢　

泰
仲

紹
介
議
員　
　

小
貫　

初
枝

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に

付
託
。
審
査
結
果
は
不
採
択

と
な
っ
た
が
、
少

※

数
意
見
報

告
書
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
で

起
立
採
決
の
結
果
、
反
対
10
、

賛
成
３
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

契
約
の
締
結

請　
　
　

願

※
少
数
意
見
報
告
書
と
は

　

委
員
会
に
お
い
て
少
数

で
廃
棄
さ
れ
た
意
見
で
も
、

少
数
意
見
で
留
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
議
会
で
報
告

が
で
き
る
。

人

事

案

件

教
育
委
員
の
任
命

　

瀬
谷　

八
洲
氏（
東
河
内
）

　
　
　
　
　
　

任
命
に
同
意

報　
　
　

告

平
成
24
年
度
繰

※

越
明
許
費

　

翌
年
度
に
繰
り
越
す
事
業

は
６
事
業
、
総
額
１
億
６
千

５
０
９
万
２
千
円
。

※
繰
越
明
許
費
と
は

　

工
事
関
係
な
ど
で
支
出

を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た

い
と
き
に
、
あ
ら
か
じ
め

予
算
で
定
め
て
繰
り
越
し

て
経
費
の
支
出
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の

法
人
の
経
営
状
況

に
つ
い
て

赤
字
体
質
変
わ
ら
ず

　

塙
町
振
興
公
社

　

売
り
上
げ
は
、
目
標
を
上

回
っ
た
が
仕
入
額
の
増
加
や

経
費
の
増
加
に
と
も
な
い
営

業
利
益
は
赤
字
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
原
発
事
故
に
よ
る

東
京
電
力
か
ら
の
損
失
補
償

に
よ
り
営
業
外
利
益
が
確
保

さ
れ
た
た
め
、
純
利
益
は
４

１
１
万
円
の
黒
字
と
な
っ

た
。

質　
　
　

疑

白
河
地
方
土
地
開
発
公
社

　

東
西
白
河
の
市
町
村
が
出

資
し
、
公
有
地
等
の
取
得
、

管
理
処
分
等
を
行
う
。
塙
町

で
は
、
道
の
駅
整
備
の
土
地

取
得
の
残
額
１
７
７
５
万
１

７
２
８
円
が
長
期
借
入
金
と

し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。

第５回臨時会　 　　　　

旧高城小学校跡地財産の処分

険
者
ご
と
に
か
か
る
均
等

割
、
世
帯
ご
と
に
か
か
る
平

等
割
の
合
計
金
額
で
す
。

　

国
保
税
の
決
定
に
あ
た
っ

て
は
、
ま
ず
、
そ
の
年
の
医

療
費
が
ど
の
く
ら
い
に
な
る

か
推
計
し
、
国
保
税
が
総
額

い
く
ら
必
要
か
を
算
定
し
ま

す
。
そ
の
後
、
被
保
険
者
の

所
得
額
な
ど
に
よ
っ
て
課
税

し
ま
す
。

鈴
木
（
茂
）　

道
の
駅
は
な

わ
の
出
資
金
１
０
０
万
円
の

根
拠
は
。

答
弁　

農
産
物
組
合
が
３
０

赤字体質の塙町振興公社 法人化される道の駅はなわ

売買された旧高城小学校

６月定例会

■歳入歳出予算総覧　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　　計　　名
歳入歳出金額

補正額 補正後の額
一 般 会 計 13,000 5,066,237
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 △ 26,832 1,135,635
農業集落排水処理事業特別会計 33,430 183,667
公共下水道事業特別会計 2,606 179,543

合　　　　　計 22,204 6,565,082

■平成 24 年度からの繰越事業■　（単位：千円）

事　　業　　名 繰越額
震災対策農業水利施設整備事業 10,000
地域農業水利施設ストックマネジメント事業 23,200
林 道 開 設 事 業 73,163
橋 梁 維 持 事 業 43,366
公 営 住 宅 老 朽 化 対 策 事 業 13,000
旧片貝小学校記念碑設置事業 2,363

合　　　計 165,092

■利　益（損失）　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

部 　 門 24 年度 23 年度 増　減

営 業 利 益 ▲ 17,992 ▲ 30,302 12,310

経 常 利 益 6,873 54,552 ▲ 47,679

当 期 純 利 益 4,110 53,415 ▲ 49,305

繰越損失（赤字） 75,807 79,918 ▲ 4,111



（１）野菜工場の誘致

（２）ＩＰ告知システムの有効活用

（３）町内各地の地域おこしとその支援

（１）塙町木質バイオマス発電事業による地域活性化

（２）東日本大震災時の対応とその後の取り組み

（１）放射線を正しく理解し、正しい対応と今後の町振興策

（２）地域力の活用

（１）行政サービスの向上

（２）学校給食の現状

（１）木質バイオマス発電事業の賠償

１．鈴木　茂議員    

２．鈴木安次議員    

３．鈴木幸江議員    

４．藤田高志議員   

５．小貫初枝議員    

塙町議会だより第 123 号　6７　塙町議会だより第 123 号

野菜工場の誘致を進めてはどうか 鈴木　茂議員

前向きに努力したい　

一
般
質
問

一
般
質
問

地域づくりを学ぶ受講生

一
般
質
問

一
般
質
問

れ
れ
ば
、
損
害
に
対

応
す
る
責
任
が
あ

る
。
発
電
所
の
運
営

に
よ
り
問
題
が
生
じ

れ
ば
、
企
業
に
そ
の

責
任
が
あ
る
。

　

町
の
対
応
に
問
題

が
あ
り
、
損
害
が
発

生
す
れ
ば
町
で
対
応
す
る
責

任
が
あ
る
。「
町
が
職
務
に

よ
り
損
害
を
加
え
た
と
き
は
、

質
問

　

３
月
議
会
で
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
を
実
施
し
、
被
害

が
起
き
た
場
合
の
責
任
は
、

国
・
県
・
町
・
事
業
主
に
あ

る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。
確
実

な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
に
い
わ
ゆ
る
お
墨
付

き
（
公
的
文
書
）
が
必
要
に

な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁

　

損
害
賠
償
す
る
よ
う
な
こ

と
は
出
て
こ
な
い
事
業
で
あ

る
。
会
津
や
白
河
で
も
ス
ム

ー
ズ
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

仮
に
因
果
関
係
が
認
め
ら

質
問

　

産
品
開
発
だ
け
で
な
く
、

イ
ベ
ン
ト
や
事
業
に
枠
を
拡

げ
、
地
域
お
こ
し
を
し
て
は

ど
う
か
。

答
弁

　

法
政
大
学
か
ら
講
師
を
招

き
受
講
生
14
人
で
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

産
品
づ
く
り
も
含
め
、
引
き

続
き
助
成
し
て
い
く
。
も
の

づ
く
り
等
視
野
の
広
い
助
成

を
検
討
し
て
い
る
。

質
問

　

ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ
の

室
内
野
菜
工
場
は
、
風
評
被

害
の
影
響
を
受
け
な
い
と
思

う
が
誘
致
す
る
考
え
は
。

答
弁

　

来
る
企
業
が
あ
れ
ば
、
前

向
き
に
検
討
す
る
。

質
問

　

板
庭
地
内
の
旧
焼
酎
工
場

の
跡
地
に
誘
致
し
て
は
ど
う

か
。

答
弁

　

町
の
水
源
が
近
く
に
あ
る

が
、
そ
れ
に
支
障
が
な
い
か

ど
う
か
。
ま
た
、
ど
ん
な
形

の
工
場
が
よ
い
か
研
究
を
し

な
が
ら
誘
致
に
努
力
し
て
い

き
た
い
。

小
貫
初
枝
議
員

憲
法
や
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る

答
弁

　

産
品
開
発
事
業
で
限
度
額

50
万
円
の
補
助
制
度
が
あ

り
、
活
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
後
も
町
と
し
て
積

極
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い

く
。

　
　
　

町　

長

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
の

　
　
　

  

賠
償
責
任
の
明
文
化
を 

管理の行き届いた山林

　　町　長

質
問　

　

Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
で
議

会
中
継
が
で
き
な
い
か
。

答
弁

　

長
時
間
の
配
信
が
難
し

い
。
対
応
す
る
た
め
に
は
、

多
額
の
費
用
が
か
か
る
。
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　

一
般
質
問
は
、
６
月
12
日
に
行
わ
れ
、
４７
人
の
方
に
傍
聴
さ
れ
ま

し
た
。

Ｉ
Ｐ
電
話
の
有
効
活
用
を

検
討
課
題
で
あ
る

質
問

　

地
域
お
こ
し
は
、
そ
の
地

域
を
活
性
化
す
る
。
町
内
各

地
で
始
ま
れ
ば
、
町
が
元
気

に
な
る
。
町
で
資
金
面
を
助

成
し
て
ほ
し
い
が
、
ど
う
考

え
る
か
。

５
議
員
が
町
の
考
え
を
問
う

地
域
お
こ
し
に
助
成
金
を

視
野
の
広
い
助
成
を
検
討

法
律
で
そ
の
損
害
を
賠
償
す

る
責
任
が
町
に
あ
る
」
と
い

う
規
定
が
あ
る
の
で
、
こ
れ

が
最
大
の
お
墨
付
き
と
考
え

る
。

　

憲
法
や
法
律
で
、「
違
法

に
損
害
を
与
え
た
時
に
は
、

賠
償
の
責
任
に
任
ず
る
」
と

定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
国
も

県
も
町
も
そ
れ
ぞ
れ
に
責
任

か
ら
逃
れ
る
事
は
で
き
な
い
。

ＩＰ告知システムを操作する職員

　　　　　　とは議員が町の行財政全般について、町に疑問点を

質問し、考えを求めるものです。

一般質問
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業

　
　
　
　
　
　
　

に
よ
る
地
域
活
性
化
は

関
連
産
業
、商
店
街
へ
の

　
　
　
　
　
　

波
及
効
果
が
期
待
で
き
る

鈴
木
安
次
議
員

答
弁

  

区
長
、
民
生
児
童
委
員
、

見
回
り
訪
問
員
と
連
絡
を
取

り
な
が
ら
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
や
る
。

答
弁

  

地
域
住
民
を
守
る
た
め
に

あ
る
程
度
の
備
蓄
は
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ＩＰ告知電話と連動しているＪアラート

質
問

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事

業
で
、
ど
の
よ
う
な
産
業
創

出
や
地
域
活
性
化
が
考
え
ら

れ
る
の
か
。

答
弁

  

山
林
作
業
や
運
送
関
係
・

燃
料
関
係
、
商
店
街
へ
の
波

及
効
果
な
ど
、
相
当
な
経
済

効
果
が
考
え
ら
れ
る
。

質
問

  

町
内
外
の
住
民
が
心
配
す

る
リ
サ
イ
ク
ル
木
材
を
で
き

る
限
り
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
弁

　

契
約
の
中
で
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
り
監
視
す
る
。
燃
料
は

食
品
基
準
と
同
じ
１
０
０
ベ

ク
レ
ル
以
下
の
チ
ッ
プ
な
の

で
、
汚
染
物
質
で
は
な
い
。

質
問

　

燃
料
を
八
溝
山
系
か
ら
産

出
さ
れ
る
木
材
に
限
定
で
き

な
い
か
。

答
弁

　

企
業
に
は
、
地
元
材
を
多

く
使
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
申

し
入
れ
を
す
る
。

放射線不安払拭と
　　　　　今後の町振興策を問う 鈴木幸江議員

丁寧に説明し、
　　　　　企業誘致を進めていく

質
問

  

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事

業
誘
致
計
画
を
発
端
に
改
め

て
健
康
不
安
が
鮮
明
な
状
況

で
あ
る
。
不
安
払
拭
の
た
め

再
度
、
講
演
会
を
開
催
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加
者
が

少
な
か
っ
た
。
講
演
型
よ
り

一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
う
相

談
型
・
学
習
型
あ
る
い
は
訪

問
型
が
効
果
的
と
の
専
門
家

の
助
言
も
あ
る
。
成
人
向
け

放
射
線
教
育
が
必
要
と
考
え

る
。ど
う
対
応
し
て
い
く
か
。

答
弁

講
演
会
に
は
、
小
さ
な
子
ど

も
の
保
護
者
の
参
加
を
い
た

だ
き
良
か
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
保
健
師
に
よ
る
相
談
に

つ
い
て
現
段
階
で
は
難
し

い
。
放
射
線
専
門
家
に
よ
る

方
法
が
あ
れ
ば
検
討
し
た

い
。

　

児
童
生
徒
の
保
護
者
に
つ

い
て
は
、
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　

町　

長

　　町　長

ち
の
交
流
に
よ
る
育
成
支
援

事
業「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

を
全
小
学
校
で
実
施
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁

　

平
成
16
年
度
よ
り
塙
小
学

校
児
童
を
対
象
に
、
週
１
回

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
を

得
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
実
施
し
て
い

る
。
他
の
小
学
校
に
お
い
て

も
、場
所
・
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

等
の
条
件
が
整
え
ば
開
設
を

検
討
し
た
い
。

子ども教室「父の日のカードづくり」

答
弁

　

家
庭
教
育
支
援
に
つ
い
て

は
、
就
学
前
・
幼
・
小
・
中

学
校
を
つ
な
い
で
い
け
る
よ

う
な
支
援
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。
地
域
人
材

活
用
に
つ
い
て
は
、
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
を
活

用
し
、
学
校
の
要
望
に
応
じ

て
活
動
し
て
い
く
。

要
援
護
者
へ
の
周
知
方
法
は

各
機
関
と
連
絡
を
取
る

質
問

　

町
民
や
専
門
知
識
を
持
っ

た
第
三
者
が
、
立
ち
入
り
検

査
で
き
る
よ
う
な
協
定
を
結

ぶ
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

  

安
全
と
安
心
を
担
保
で
き

る
よ
う
に
、
第
三
者
機
関
を

入
れ
た
検
査
が
で
き
る
よ
う

に
考
え
て
い
る
。

質
問

　

塙
工
業
高
校
新
卒
者
の
雇

用
も
強
力
に
働
き
か
け
を
。

答
弁

　

優
先
的
に
働
き
か
け
る
。

質
問

  

災
害
時
の
要
援
護
者
支
援

体
制
、
周
知
方
法
は
。

非
常
食
の
備
蓄
を

検
討
す
る

質
問

  

塙
町
は
、
山
間
部
が
多
い
。

震
災
に
備
え
、
地
域
に
分
散

し
た
非
常
食
の
備
蓄
が
必
要

で
は
な
い
か
。

「
が
ん
ば
ろ
う
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
進
捗
状
況
は

様
々
に
対
応
し
て
い
る

被
害
対
策
と
し
て
、
新
た
に

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
増
設

す
る
ほ
か
、
山
林
整
備
や
風

評
被
害
の
少
な
い
ダ
リ
ア
の

生
産
を
進
め
た
い
。

　

防
災
拠
点
整
備
と
し
て
、

二
カ
年
計
画
で
公
共
施
設
に

太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置

し
、情
報
手
段
確
保
と
し
て
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
Ｉ
Ｐ
告
知
電

話
を
連
動
し
て
い
く
。

質
問

　

「
が
ん
ば
ろ
う
は
な
わ
ビ

ジ
ョ
ン
」
四
つ
の
柱
の
進
捗

子
ど
も
教
室
を
全
小
学
校

で
実
施
す
べ
き
で
は

開
設
を
検
討
し
た
い

家
庭
教
育
支
援
・
地
域
力
を

ど
う
活
か
し
て
い
く
の
か

支
援
の
あ
り
方
、
要
望
を

検
討
し
て
い
く

不安払拭のため講演会が行なわれた

状
況
は
。

答
弁

　

放
射
線
対
策
・
健
康
管
理

に
つ
い
て
は
、放
射
線
測
定
・

情
報
提
供
を
実
施
し
て
い

る
。
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン

タ
ー
に
よ
る
内
部
被
ば
く
検

査
、
甲
状
腺
検
査
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
通
学
路
な

ど
の
線
量
低
減
化
事
業
に
取

り
組
ん
だ
。
農
産
物
の
風
評

質
問　

　

子
ど
も
や
親
に
寄
り
添
う

支
援
と
地
域
人
材
活
用
、
ど

う
進
め
て
い
く
考
え
か
。

質
問

　

地
域
の
大
人
と
子
ど
も
た
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一
般
質
問

一
般
質
問

　

評
価
は
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
で
学
校
給

食
の
目
的
や
、
運
営
に
つ
い

て
検
証
し
て
い
る
。
ま
た
、

子どもたちの喜ぶ笑顔を思い浮かべながら

質
問

　

職
員
の
資
質
向
上
の
た
め

ど
の
よ
う
な
研
修
等
を
行
っ

て
い
る
か
。
特
に
若
手
職
員

を
育
成
す
る
た
め
の
取
り
組

み
は
。

答
弁

  

基
本
は
、
福
島
市
に
あ
る

自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
で
役
職

段
階
ご
と
に
研
修
す
る
。
新

規
採
用
職
員
研
修
・
中
堅
職

員
研
修
・
管
理
職
研
修
等
段

階
ご
と
に
行
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
全
国
研
修
・
派
遣
研

修
・
課
題
研
修
等
々
行
っ
て

い
る
。
若
手
職
員
に
つ
い
て

は
、
年
間
を
通
し
、

町
独
自
に
部
門
ご

と
に
課
題
研
修
等

を
実
施
し
、
住
民

に
信
頼
さ
れ
る
職

員
を
目
指
し
研
修

を
し
て
い
る
。

質
問

　

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の

た
め
Ｓ

※

Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た

Ｐ
Ｒ
や
情
報
発
信
が
必
要
と

考
え
る
。
こ
れ
に
は
情
報
を

取
り
扱
う
職
員
の
育
成
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁

　

若
手
職
員
に
は
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
慣
れ
親
し

み
、
利
用
し
て
い
る
者
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
町

の
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
な
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
作
っ
て
、
検
討
し

た
い
。

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
・
・
・
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

・
サ
ー
ビ
ス
。「
人
同
士
の

つ
な
が
り
」
を
電
子
化
す
る

サ
ー
ビ
ス
。
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

町
職
員
の
資
質
向
上

　
　
　
　
　
　

の
た
め
の
取
り
組
み
は

住
民
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
育
て
て
い
く

藤
田
高
志
議
員

　
　
　

町　

長

ィ
ー
」
を
通
じ
た
「
友
達
の

輪
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
組

織
。
ｍ
ｉ
ｘ
ｉ
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
を
い
う
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
は

検
討
す
る

学
校
給
食
は
ど
の
よ
う
な
考

え
で
作
ら
れ
て
い
る
の
か

基
準
に
基
づ
い
て
作
っ
て

い
る

質
問

　

学
校
給
食
は
ど
の
よ
う
な

考
え
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
、

評
価
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
か
。

答
弁

　

献
立
は
摂
取
量
・
栄
養
バ

ラ
ン
ス
・
国
の
摂
取
基
準
な

ど
、
望
ま
し
い
栄
養
量
を
算

出
し
て
献
立
を
作
っ
て
提
供

し
て
い
る
。

追 跡 レ ポ ー ト追 跡 レ ポ ー ト ～ 一般質問のその後 ～

　定例会で行われた一般質問の中からピックアップしその後の動き、現在の状況を調査しました。

議会議員と意見交換しませんか
　議会議員と意見交換会をする団体を募集しています。町民または町内に勤務しているおおむね 10 人以上
のグループが対象で、ご希望の会場に伺います。お申し込みは、議会事務局 ( ℡ 43-2150) にお願いします。

道
の
駅
は
な
わ
の
観
光
案
内
所
復
活
を

質
問  

　

道
の
駅
は
な
わ
の
観
光
案
内
所
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
が
復
活
で

き
な
い
か
。

答
弁

　

い
ろ
い
ろ
な
形
で
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
必
要
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

 

（
平
成
24
年
９
月
定
例
会
）

道の駅に観光案内所設置される

　塙町観光協会の観光案内所が６月７日に道の駅に設置され

た。今後は、道の駅と連携して、塙町の観光ＰＲの拠点とし

ていく。

○観光案内所の主な業務

　・宿泊施設や地元商店の案内

　・観光情報の紹介

　・地元特産品の紹介　

　・観光ホームページの作成

○案内時間　９：００～１７：００　

　　　　　　１２月２９日～１月４日を除く毎日案内しています。

○連 絡 先　電　話　０２４７－４３－３４００

　　　　　ファックス　０２４７－４３－３５３５

　　　　　メールアドレス　kanko-hanawa@pony.ocn.ne.jp

　

議
会
広
報
活
動
の
充
実
及
び
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
モ
ニ
タ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
議
会
だ
よ
り
発
行
ご
と
に
、

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

・
表
紙
の
写
真
が
暗
い
。

　

・
表
紙
の
子
ど
も
の
表
情
が
豊
か
。

　

・
文
字
が
小
さ
い
。

　

・
赤
字
は
目
が
疲
れ
る
。

な
ど
紙
面
へ
の
意
見
の
ほ
か
、

　

・
議
員
ひ
と
り
一
人
の
考
え
を
載
せ
て
ほ
し
い
。

　

・
町
の
問
題
を
わ
か
り
や
す
く
、
伝
え
る
紙
面
に
し
て

　
　

ほ
し
い
。

な
ど
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
、
今
回
は
緑
を
基
調

に
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
声

広
報
常
任
委
員
会
よ
り

町民に信頼される職員を目指して

試
食
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
献
立
の
改
善
を
し
て

い
る
。

モニターからは様々な意見が

お気軽にお立ち寄りください。



み
ん
な
で
楽
し
く

　
　
　
　

手
作
り
人
形
劇
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発
行
者
　
塙
町
議
会
議
長
鈴
木
道
男

編
　
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

編 集 後 記

広報常任委員会

委 員 長　鈴木　幸江
副委員長　吉田　克則
委　　員　小貫　初枝
委　　員　鈴木　安次

み ん な い き い き　VOL．16

　広報編集委員が、団体（サークルなど）を訪問して活動内容を皆さんにお知らせします。

団体の名称：ボランティアサークル「そよ風」
練習場所：塙町公民館   連絡先：塙町公民館　電話４３－０３２０

議
会
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い 

　

次
回
の
定
例
会
は
、
９
月
17
日（
予
定
）に
開

会
さ
れ
ま
す
。
議
場
は
役
場
庁
舎
の
二
階
西
側

に
あ
り
ま
す
。

　

住
所
・
氏
名
の
記
入
等
簡
単
な
手
続
き
で
傍

聴
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

「
そ
よ
風
」
は
、
平
成
13

年
ご
ろ
か
ら
活
動
し
て
い

る
、
人
形
劇
と
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
（
紙
人
形
劇
）
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

人
形
は
、全
て
手
作
り
で
、

基
本
の
人
形
は
５
体
あ
り
、

服
装
や
髪
型
で
変
化
を
つ
け

て
い
ま
す
。

　

主
要
メ
ン
バ
ー
は
５
人
と

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
台

本
づ
く
り
か
ら
演
出
、
人
形

の
操
作
、
声
・
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
裏
方
と
み
ん
な
で
相
談

し
な
が
ら
、
協
力
し
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

準
備
か
ら
発
表
ま
で
は
２

カ
月
間
か
け
、
み
ん
な
で
練

り
上
げ
て
い
ま
す
。
６
月
は

幼
稚
園
や
保
育
園
に
出
向

き
、
歯
み
が
き
の
紙
人
形
劇

を
行
い
ま
し
た
。
年
齢
や
対

象
者
に
合
わ
せ
「
桃
太
郎
」

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」「
ド
ラ
え

も
ん
」
と
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
替

え
、
分
か
り
や
す
く
興
味
を

持
ち
や
す
く
伝
え
ま
す
。

　

代
表
の
石
井
英
子
さ
ん

は
、　

「
子
ど
も
た
ち
や
見
て

下
さ
る
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ

た
い
」
と
お
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
が
少
な
く
て
大

変
な
時
も
あ
る
が
、
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
考
え
て
活

動
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

９
月
に
は
、
常
豊
幼
稚
園

の
お
誕
生
会
で
人
形
劇
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

サ
ー
ク
ル
が
長
く
続
い
て

い
く
秘
訣
は
、
人
形
劇
が
好

き
で
、
見
て
く
れ
る
人
の
笑

顔
が
見
た
く
て
、
メ
ン
バ
ー

と
の
活
動
を
楽
し
ん
で
い
る

か
ら
な
の
で
は
と
思
い
ま
し

た
。

※議会会議録は、図書館・議会事
　務局、またはホームページでも
　ご覧になれます。

園児たちは興味津々

　

人
口
推
計
で
は
、
塙
町
は
平
成
37
年
度
に
は
人
口

８
０
０
０
人
を
割
り
込
ん
だ
新
推
計
値
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
、
何
の
対
策
も
講
じ
て
い
な
い

と
こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
を
た
ど
っ
て
し
ま
う
事
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
人
口
減
少
は
出
生
数
の
低
下
と

死
亡
数
の
増
加
が
そ
の
主
な
原
因
で
す
。

　

議
会
で
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く

全
議
員
で
「
問
題
の
共
有
化
」
を
図
り
、
人
口
減
少

対
策
の
政
策
課
題
研
究
に
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し

た
。
町
の
現
状
把
握
か
ら
始
ま
り
、
調
査
研
究
を
重

ね
議
会
と
し
て
人
口
減
少
対
策
を
考
え
て
参
り
ま

す
。
今
後
、
議
会
だ
よ
り
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

克
則

「そよ風」による紙人形劇


